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所　長　佐　藤　信　俊

　このたび，保健環境センターの平成 20 年度における業績をとりまとめ年報第 27 号とし
て発刊する運びとなりました。ご高覧の上，忌憚のないご意見を賜れば幸いと存じます。
　今年は，新年度早々から新型インフルエンザの話題が独占しました。遠いメキシコで発
見された新型インフルエンザウイルスは，空港における大規模な水際作戦にもかかわらず，
あっという間に我が国内にも侵入し，当センターにおいても検体を受け入れる体制を整え
ることが求められました。検体の処理能力，受入から報告までの必要時間・人員，長期化
した場合の交代要員，そして検査に不可欠な設備の確保，また所内の感染事故防止対策の
確認など，保健環境センターの危機管理能力が試されました。幸い，病原性は通常の季節
性インフルエンザと同程度であり，全数検査の体制は解除されました。しかし，現在では
重症化しやすいぜん息や腎臓病等の基礎疾患を持っている患者以外の幼児等が死亡する例
が報告されるようになり，治療に当っている病院等から確認のための検査件数が増加して
おります。
　一方，環境科学部門では，平成 19，20 年度の二カ年，当センターは閉鎖性海域におけ
る環境修復を目指す藻場造成技術に対する環境省の「環境技術実証モデル事業」に実証機
関として参加し，提案された 3種類の技術について有効性を実証しました。このことは当
センターが単に水質監視に止まらず，環境修復事業等への先導的な役割を担っていること
を実証したものでもあり，極めて意義深いものと考えております。キャパシティーの大き
なものは，誰も気づかないまま，少しずつ少しずつ変化し，これを元に戻すことは極めて
困難であります。事前の微細な変化を見逃さず，早期の対策が必要であることを示してお
り，当センターの果すべき役割は，重大であります。
　話は変わりますが，今般，長い間懸案としていた外部資金の受入事務手続きについて，
これまで受入困難としていた資金についても可能とする柔軟な制度が示されました。主管
課をはじめ関係者の皆様に心より感謝いたします。このことは，厳しい県財政の下で，と
もすればカットされ易い研究予算が確保し易くなることであり，必ずや職員の意欲向上に
つながるものと信じます。
　今後とも，当センターが担う試験検査，健康危機体制の充実強化，県民ニーズや行政課
題に密着した研究課題へ，積極的に取り組んで参りたいと考えておりますので，更なるご
指導，ご支援のほどよろしくお願い致します。

　　平成 21 年 12 月
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